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　　　　　MARC　Projectその背景と概要

Project　MARC，　lts　Background　and　Overview

堀　　内　　郁　　子

　　Zleuko　Horiuchi

R6s％吻6

　　The　paper　first　touches　the　trends　in　computer　application　to　libraries　and　then　introduces

the　MARC　（Machine－Readable　Catalog）　Pilot　Project，　an　experiment　in　the　centralized　production

and　distribution　of　standardized　machine－readable　cataloging　record．　Background　of　the　Project，

objectives，　beginning　of　the　Project，　funds，　operating　site　and　procedures，　data，　staff，　goals，　partici－

pating　libraries，　MARC　master　tape，　Machine－Readable　Catalog　record，　equipment，　MARC　printout

products，　etc．　are　given　in　some　detail．　MARC　II，　a　new　tape　format　based　on　the　pilot　project

is　also　mentioned．　ln　conclusion，　implications　of　MARC　to　librarianship　in　Japan　is　considered．
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1．MARC　Projectの背景

　電子計算機が発明されて実用化され，我々の仕事に密

接に結びついたことによってひき起された情報処理の驚

くべき変化を，「電子計算機革命」と呼ぶ人があるが，た

しかに計算機の実用化は，18世紀後半に始まった産業革

命にも比すべき大きな変化を社会全体にもたらそうとし

ている。すでに，軍事方面での活用の目ざましさは言う

におよぼず，ビジネス，産業界でも計算機が偉力を発揮

しはじめている。過去の遺産をかかえているということ

もあって元来保守的傾向の強い図書館界にも時代の波は

押し寄せ，計算機利用による図書館機能の向上を目ざす

動きが顕著になってきた。なかでも米国議会図書館を中

心とする自動化に関する調査，研究，実験は困難を克服

しながら着実に進められている。1961年に議会図書館

（Library　of　Congress．以下LCと略す）は，学術図書

館の作業の自動化が可能であるかどうかを調査するため

に，館内にOthce　of　the　Information　Specialistを

設置した。それから1964年までの間に，このOtHceと

外部の専門家との協力により，またCouncil　on　Library

Resourcesの寄附金を得て，最初予備的調査を行ない，

次に長期的，全面的調査を行なった。この調査結果の報

告書1）が発行されるやたちまち5000部が売れ，図書館

界の反響は大きかった。たまたま赤い表紙の本であった

ところがら，Red　Bookと呼ばれて論議の的となり，た

くさんの書評があらわれ，多くの部分が引用された。こ
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の報告によれば，過去20年間における科学・技術活動の

増大は著しく，それらの活動にたずさわる人は，少なく

見積って20年間に10倍にふえているという。その結果，

科学・技術情報は重要な国家的生産物となり，その科学・

技術情報の利用が進歩することは，科学・技術の進歩と

密接な関係がある。LCは国立の大きな学術図書館であ

るから，これら科学・技術情報をできるだけ網羅的に収

集，整理しようとしているので，その蔵書の増加は著し

く，それに従ってカード目録も増大し，複雑さを増し，

その利用は益々むずかしく，能率が悪くなっている。し

かし，現在のマンモス的状態では蔵書やカード目録を組

織しなおすことは殆んど不可能に近い。この不可能事を

可能にするためには，新しい技術的手法を導入するほか

はない。したがって計算機の導入は物好きや新しがりで

はなく，必要にせまられている課題であるといえる。こ

の報告の具体的結論としては次のような：事柄があげられ

ている。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

オートメーションは可能であり，望ましい。

資料の書誌的整理の自動化は技術的に可能である

が，資料の知的内容を機械検索することはまだし

ばらく時間を要する。

LCは1972年までには自動化組織を完成すること

ができる。

図書館内部の作業組織の明細を明らかにし，確立

するには750，000ドルを要する。

組織の明細書による実践結果を確かめ，その組織

を動かしてゆく費用を獲得しなければならない。

LCは将来のプログラムを計画し，外部に請負わ

せる仕事を監視し，組織を運営してゆくことので

きるグループを育成しなければならない。

　これらの勧告は実行に移され，Information　Systems

Othceが自動化計画をたて，実行の掌にあたることとな

った。計算機利用は，各部門でばらばらに，こま切れに

行なっては不経済だし，後に混乱を招くことは必定なの

で，オートメーション・プログラムの全体の組織を規定

し，目標と限界を明確にし，ついで各部門の専門的プロ

ジェクトに着手するという方針がきめられた。この組織

研究については，Librar．v　Quαrlerly所載の“Asystem

development　study　for　the　Library　of　Congress

automation　program”2）に詳しく述べられている。計

算機利用の計画が成功するかしないかは，各部門の管理

者達の理解と聰明な管理指導によるところが大きいの

で，1966年春には，館内の管理職20名に対してデータ処

理の概念についての講習が行なわれた。3）

　計算機を利用できる分野としては，資料の収集，逐刊

の受人・整理，目録作業，貸し出し業務，資料の利用調

査，庶務，会計その他の事務処理等広範におよぶが，目

録作業についてはMARC　Project（Machine－Readable

Catalog　Project＝機械が読みとれる目録の企画）という

企画が作られ，全機械化計画の中でも枢要なものとして

重点がおかれている。LCはあらゆる形態のあらゆるi

題を含むぼう大な資料を入手し，そのサービスの対象は，

政府の立法，行政，司法の各部をはじめ，あらゆるレベ

ルの教育機関，大小各種の公共図書館，国内国外の個／x

の研究者等広範にわたる。また印刷目録カード，各種書

誌等LCから出される書誌的生産物は，多くの図書館・

情報センターの書誌的作業の基準となっているので，

MARC　Projectのなりゆきは広く図書館・情報界に大

きな影響をおよぼす。日本の図書館員にとっては今ただ

ちに直接的な影響はないにしても，日本は計算機保有数

においては米国についで世界第2位といわれ，計算機に

関する研究，技術も進んでいるので，図書館と計算機が

結びつくのは遠い夢ではなく，情報センターと呼ばれる

ような所や，医学関係の図書館ではすでにその動きが見

えはじめた。図書館業務の中でも大きな比重を占める整

理業務にたずさわる人員は多く，それらの人々が日夜苦

労している目録作業の軽減，改善につながる機械化に

ついて，我々は無関心でいるわけにはいかない。この

MARC　Projectの概要を知り，今後の事態の進展を見

つめてゆくためにこの一文を草する次第である。

II．　MARC　Pilot　Projectの概要

　日的：MARC　Projectの直接的な目的は，　L　Cが目

録データを機械が読みとれる形に変換して，その記録を

他の図書館に配布することで，配布を受けた図書館は自

邸の整理業務や種々の実験に使ってその報告をする。究

極的な目的は，全国的な図書館網を作って，機械が読み

とれる目録データを図書館から図書館へ電送することが

可能かどうかを確かめることにある。

　発端：MARC　Projectの発端は，1965年3月にLC

の中で3人の職員が任命されて，現在の目録カード上に

記載されているデータを機械が読みとれる形にするため

にはどのようなことをしなければならないかを詳細に分

析し，機械で処理できるような形式を作り出す仕事をは

’じめたことによる。分析の結果は“Aproposed　format

for　a　standardized　machine－readable　catalog　re一
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cord”4）として報告された。この報告は図書館界から非

常な歓迎を受け，この報告を中心として目録データの機

械処理の標準的形式に関する議論がまきおこった。LC

内部で関係職員の集りがしばしば開かれたし，また外部

の図書館人，関係各界の代表者を招いた正式の大規模な

会合も開かれた。　これらの会合については，Informa－

tion　Systems　OfHceより報告5・　6）が出されているが，

会議の結果，図書館および関係方面はいずれもこの計画

に非常な関心を示し，支持し，計画の成功に期待をかけ，

協力をおしまぬ意向をもっていることが判明し，また

Council　on　LibrarV．　Resourcesより資金を得ることが

できたので，1966年2月よりMARCの企画は正式に

発足した。まずパイPットプPジェクトを開始したが，

このプロジェクトをなりたたせる資金，人員，冒装置その

他の要素をあげると次の通りである。

　資金：資金源は二つからなり，LCからの要請で

Council　on　Library　Resourcesより100，000ドル出

資され，同額の費用がLCの予算の中から計上され，計

200，000ドルでまかなわれることとな：つた。そして

Councilよりの寄附金はシステム設計と計算機iのプログ

ラム作成に，図書館よりの費用は，プロジェクトの実際

の運営に使うことになった。

　作業について：機械が読みとれる目録データを中央

で集中的に作り出すにあたって実際にどんな問題が起る

かを知るために，外部の業者に仕事を請負わせることな

く，LCの中でLCの職員自身がプロジェクトを実施し

てゆくことにきめた。そこで問題になるのは施設，設備

の点で，新しい計算機を賃借りするか，現在あるものを

ふやして強化するか，現在あるものをそのまま使うかと

いうことで，結局は現在ある機械装置を多少調整して使

うこととなった。というのは，このプロジェクトはあく

までも実験で，まだ不明の点，変更される可能性のある

部分が多いので，機種をかえることは不経済であるし，

どのような機種とかえるのがよいか，かえることに妥当

性があるかどうか判明しないためである。現在LCで行

なわれている目録作業は，一時的にもせよ停止したり妨

げたりすることはできないので，実験のためには特別の

グル’一プを作って，目録データを機械にかけられるよう

に編集し，変換する仕事を行なうこととした。このよう

にすると，実際の目録作業が機械化によってどのような

影響をうけるかをためすことはできないが，編集者，タ

イ：ピスト等の作業員が提起する問題や，困難についてデ

ータを集める工夫をすることとした。

　データ：実験は時間と費用に制限があるので，新着の

英語の単行本のみを扱うこととした。毎日目録をとって

いる英語の資料の中，ある種の文書，貴重本，逐次刊行

物を除いたすべてをMARCに記入する。その数は1日

平均125タイ1・ル，週に600タイトルと見積られる。

　人員：Project　MARCのためのスタッフは，図書館

中の多くの部課からの人員で構成されている。整理部の

人員は目録データを入手し，MARCシステム用に編集

する責任をもち，Data　Processing　Othceの人員はデ

ータをさん孔し，計算機iにかける仕事をする。0伍ce　of

the　Secretaryはリストされたものを複製して実験参加

館に配布する仕事を受持っ。Information　Systems　Of－

ficeは各部署の仕事をモニターし，計画全体の調整をは

かり，必要があればプログラムを修正し，実験結果を評

価する責任をもつ。常勤の正規職員は，主任編集者とし

て上級目録係1名，編集助手2名，データ変換のための

タイピスト4名，計算機早帰の係員2名からなり，他に

多勢の非常勤のスタッフがいる。

　目標：LCは新しく受け入れる英語の単行本の目録

記入を機械で読みとれる形に変換して磁気テr一・一一・プに記録

し，これを定期的に最少6か月間実験参加館に配布する。

参加館は受取った記録を入力として自館の整理業務や種

々の実験に使ってその経験をLCに報告する。　MARC

プロジェクトにおけるLCの役割は，1）機械読取目録

データの記録形式が適当かどうかのテスト，2）’機械読

取目録データを作り出す方法のテスト，および，3）デ

ータの配布方法のテストである。参加館の役割は，1）中

央で作った機械読取目録データのセットは参加館の地域

で使うのに適当かどうかのテスト，2）データはどのよ

うに役立つかのテストをすることである。

　参加館：約40の図書館が候補にあがり，そのうち33

館が是非参加したいと申し入れた。予算の制限があるた

め10館にとどめる予定のところ，非常に熱心な図書館が

多く，また同じような条件を揃えているので選定に困っ

た。保有している機械の種類，プログラムのためのスタ

ッフと費用の捻出可能度，図書館の地理的位置，館種等

を考慮し，地理的に全国各地にまたがるよう，各館種の

図書館を含むよう配慮して結局次の16館が選出された。

　Argonne　National　Laboratery，　ldaho　Falls，　ldaho．

　University　of　California，　Los　Angeles，　California．

　University　of　Chicago，　Chicago，　lllinois．

　University　of　Florida，　Gainesville，　Florida．

　Georgia　lnstitute　of　Technology，　Atlanta，　Georgia．
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Harvard　University，　Cambridge，　Massachusetts．

Indiana　University，　Bloomington，　lndiana．

University　of　Missouri，　Columbia，　Missouri．

Montgomery　County　Public　Schools，　Gaithers－

　burg，　Maryland．

Nassau　（County）　Library　System，　Hempstead，

　New　York．

National　Agricultural　Library，　Washington，　D．　C．

Redstone　Scientific　lnformation　Center，　Redstone，

　Alabama．

Rice　University，　Houston，　Texas．

University　of　Toronto，　Toronto，　Canada．

Washington　State　Library，　Olympia，　Washington．

Yale　University，　New　Haven，　Connecticut．

　MARCマスタe一一一・テープ：MARCのテe・一一一プは4種類

のファイルからなる。

　ファイル1：このファイルの中の各レコードは一つ

の著作の完全な書誌的インフォーメ・一一・・一ションを含む。こ

の記録をMachine　Readable　Catalog　Recordと名づ

け，LCの目録力・一一・・ド番号順にならべてある。

　ファイル2：このファイルは，ファイル1に含まれ

ている各著作の著者名・書名リストを含む。リストには

LCの目録カード番号と最高120字以内に省略した著者

名と書名を含み，アルファベット順にならんでいる。（第

1図参照）

　ファイル3：ファイル1の各レコードから出てきた

件名参照をアルファベット順に記録してある。

　ファイル4：ファイル1の記録から生じた記述上の

参照をアルファベット順に記録したものを含む。

　機械油取目録レコードの記：載事項：　各レコードには

variable　field　data（可変欄データ）とfixed　field　data

（固定欄データ）という異なった2つのタイプのデータを

含んでいる。variable丘eldのデe一・一一タは普通の目録カー

ドに記載されている事項と同じである。このフィールド

の各欄の前に6字分のスペースがあけてあり，はじめの

3字分には欄の名称，次の3字分には欄の長さを示すよ

うになっている。記載事項とそれに対する入力用の記号

（tag）を示せば次の通りである。

　　　事　　項　　　　　　　　　　　　　記　号

　　基本記入　　　　　　　　　　　　　10

　　排列標題　　　　　　　　 15

　　標題事項　　　　　　　　　　　　20

版　表　示　　　　　　　　　　　　　25

　出版事項　　　　　　　　　　　　　30

対照事項　　　　　　　　　　　　　40

　叢書注記（叢書注記に記された通り　50
　　の形で副出するもの）

　叢書注記（叢書注記に記された通り　51

　　ではない形で副出するもの，または副出

　　しないもの）

　注　　　　記　　　　　　　　　　　　　60

　件名表示　　　　　　　　70
　個人著者表示　　　　　　　　　　　　　　71

　団体著者表示　　　　　　　　　　　　　　72

　統一標題表示　　　　　　　　　　　　　　73

　書名表示　　　　　　　　　　　　　74

　叢書表示　　　　　　　　　　　　　75

　冊　表　示　　　　　　　　　　　　　80

　LC請求記号　　　　　　　　　　　　　　90

　DC分類番号　　　　　　　　　　　　　92

　LC目録カード番号　　　　　　　　　　94

Fixed　fi　eldには，現在の目録カードには表示されて

いないが，機械検索に便利なようにつけ加えられた事項

が，いずれもコ・一一一一・ドで示される。どの目録記録に対して

も，記号の字数と表示の場所を一定してあるのでFixed

fi　eldというが，この欄に含まれるデータは次の通りで

ある。

　1．　LC目録カード番号。

　2．附録の数。附録類ももとの図書と同じしC目録力

　　t一・一一・ド番号がついているから，附録があればその数を

　　指示しておかないと検索できな：いのでこの欄がもう

　　けてある。

　3．基本記入の種類。次の7種類にわけて示す。

A．

B．

C．

D．

E．

F．

G．

個人著者

政府機関
協会，公共施設

宗教団体
その他の団体

統一標題
標　　　題

4．著作の形式。（MARCの実験用には単行本と逐次

　　刊行物の指示だけをしている）

5・書誌の指示。　（もし著作が書誌を含んでいるか，

　　または著作それ自身が書誌である場合はこの欄に

　　チェックする）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　省略形著者書名リスト
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　　　　　　　　　　ABBRE》1A『TEC　AUTHOR／Tr了しE　しIST　OF　Aしし　MARC　REiCORDS－

　　　66－22S16　BANIGAN，　SHARON　（CHVRCH）　1912
　　　　　　　　　　　　　　　　　THE　ErNDING　FORCE，　BY　SCIENTISTS　OF　THE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ESTINGHOUSE　RESEARCH　LABCRATORIEg．　DANIEL　E5Fi〈G

　　　67－10924　BANISTER，　NARGARET　S．
　　　　　　　　　　　　　　　　　BURkt　THEN，　LITTLE　LAMP　CBY）　YARGARET　BAss；ISTER．

　　　67－70785　BANKOFF，　GEORGE　ALEXIS，　！9e3
　　　　　　　　　　　　　　　　　A　SURGEON　IN　AUSTRALIA，　BY　GEC］RGE　SAVA．

　　　66－8987　BANXS，　CHARLES　EDNARD，　　1854
　　　　　　　　　　　　　　　　　THE　HISTCRY’OF　MARTHA－S　VINEYARD，　DUKES　COUNTY，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MAssAcHusE’rTs．

　　　67一一22i78　BANKS，　HARCLC　K．
　　　　　　　　　　　　　　　　　THE　5TRANGLER．　tHE　STORY　OF　TERROR　IN　B（’）STON　（PY）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HAROLD　Ke　BANKSe

　　　66－27593　BANKSCN，　RUSSELL　ARDEN，　1869
　　　　　　　　　　　　　　　　　BENEATH　ThESE　MOUNTAINS，　BY　RUSSEtL　A．　BArvKCCbv　i　［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しESTER　S●　HARRISON●

　　　AC670430　　　　8ANNER，　ANGεしA●
　　　　　　　　　　　　　　　　　ANT　AND　8EE　AND　THE　A　B　C●　　1ししUSTRATED　〔3Y　君、RYAN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hARDe

　　　6tS一一i9221　BANrA，　RIChARD　ELWELL．
　　　　　　　　　　　　　　　　　T　HE二　〔】HIO　VAししEY，　　A　STUDEN丁S－　GUIDE　TG　LeCAしIZf二こ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HISTCgY　tBY）　R．　E．　BANTA．

　　　66－273！9　BANTOb‘，　FRA，X，K．
　　　　　　　　　　　　　　　　　RIChTER－S　ThF一　LIbHT　IN　THE　FCRE：，T，　A，NC　IHf一　5FA　！lf－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GRASS，　A　CRITICAL　COMMFNTARY．

L　　67－60105　BARF．ER，　MARVIN　R．
　　　　　　　　　　　　　　　　　AN　EVALUATION　OF　rHE　HANCLING　QtJALXTIES　，　F　EEVLI“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GF－NERJAL－AvlAl’ION　AIRCRAFT，　BV　MARvlN　？．　3ARy，ir．，1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛AND

N　　67－2246　BARCLAY，　MARION　STEARNS．
　　　　　　　　　　　　　　　　　TEE5　GUI［：E　TO　H〔〕N，　EMAKING　　⊂P，　Y）　MAR1しN　S●　”ARCしAY　　・’、〔）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FRAiVCES　CHAMPION．

　　　67－iO7M　BARCLAY，　wlLLIAM，　LECTURER　IN　THE　UNIVFRSIIY　（｝F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GLムSGCW●

　　　　　　　　　　　　　　　　PRAYF－RS　F（）R　YOUNG　PECPLE．

　　　67－i5232　BARFIELD，　CWEN，　1898
　　　　　　　　　　　　　　　　RCMANTICISM　COME5　OF　AGE．

　　　66“一68489　BARFOCT，　FCITH　MAY．
　　　　　　　　　　　　　　　　　「HE　JPYFUし　V〔「CA『「10N　Tし　SUFFERING，　　INTEM）　｝＝r一〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SPECIAししY　FOR　INVALIe～　ANし　CHRONIC　SUFFE：R三Rこ》，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BY　EEITH

　　66－27226　　　　　BARKAN，　Eしし10TT　R〔〕BERT●
　　　　　　　　　　　　　　　　DIPしOHATIC　H！STORY　OF　THE　UNITED　STAτES，　　COLLEGIモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しEVEし，　　BY　EししIOTT　R●　BA　Rt《AN●　CONSUしTING　⊂DITLj●●●

　　Library　of　Congess．　Information　Systems　O伍ce．　Project　MARC．　Washington，　the

　　　　　O伍ce，1967．　P．13より転載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　31　一一



MARC　Projectその背景と概要

6．さし絵類の指示。　（もし著作に地図以外のさし絵

　　類が含まれていれば，この欄にチェックする）

7．地図の指示。（もし著作に地図が含まれていれば，

　　この欄にチェックする）

8．会議の指示。　（もし著作が会議やシンポジウム等

　　の報告や議事録であれぽこの欄にチェックする）

9．児童文献の指示。（もし著作が児童・青少年文献で

　　あれば，この欄にチェックする）

10．言語欄。（この欄には二つの言語の記号を入れら

　　れ，それらの関係を示すことができる。その記号

　　は次の通りである。）

　　　S　著作は一つの言語で書かれている。第1欄

　　　　　に言語の記号を記入し，第2欄は空白。

　　　T　著作は翻訳である。第1欄には本文の言語

　　　　　の記号を記入し，第2欄には原典の言語を

　　　　　記入する。

　　　M　著作は一つ以上の言語を使用。第1欄には

　　　　　おもに使われている言語，第2欄には第2

　　　　　の言語を記入。もし2か国語以上を使って

　　　　　いるならば，第2欄に多数国語の指示をす

　　　　　る。

　　　D　著作は1か国語以上の言語の辞書である。

　　　　　二つの欄は上のMと同様に記入する。

　　　G　著作は文法書または読本である。それを使

　　　　　　う人の母国語は第1欄に，学ぶ国語を第2

　　　　　欄に記入する。

11・　出版年の欄。（出版年指示欄には二つの出版年欄

　　の関係を示す。）

　　　　S　1巻もので出版年がわかっているものは

　　　　　Date　1の欄に記入する。もし版権年紀が

　　　　　わかっていればDate　2欄に記入する。

　　　R　複製，複写等の再刊もの。再刊年をDate

　　　　　1欄に記入し，初刊の年をDate　2欄に記

　　　　　入する。

　　　N　出版年不明。二つの欄とも空白。

　　　M　数巻もの。最初の巻の出版年をDate　1欄

　　　　　に記入。最後の巻の出版年がわかれば第1

　　　　　欄に記入する。最後の出版年がわからない

　　　　　場合は，第2欄に9999と記入して継続中

　　　　　であることを示す。

　　　Q　出版年が不確実な場合は次のように示す。

　　　　　　　　　　　　Date　l　Date　2

　　　　　18一　1800　1899

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

　　　189一　1890
　　　189一？　1890

　　　1965？　1965
出版地（4字の記号で示す。

ならNYNY，
る）

出版者（4字の記号で示す）

本の高さ

詠出記入の種類

叢書の指示

実験参加館で使う欄

　1899

　1899

　1965

ニューヨーク市

ロンドンならENLOの如くであ

（センチメートルで示す）

コントロール指示，（実験参加館のために入って来

るレコードに関するインフォーメe・一・一一ション）

N　今週の新しいレコード

　0　先週の新しいレコe・・一・ド

R　今週改訂されたレコード

空白2週間以上古いレコード
レコードの長さ　（レコードの字i数の総計）

　ワークシートからマスターテt・一一・プができるまで：　整

理部で目録の原稿カードができ次第，これをワークシe一一一

トにゼロックスで複写し，MARCの編集者にまわす。編

集者はvariable　fieldの各事項の前にタッグをつける。

たとえば，主記入の前に“10”，書名の前に“20”，件

名標目の前に“70”等の記号をつける。更にfixed

fi　eldの各欄に必要な記号を記入する。（第2図参照）記

号をつけおわったワ・一クシートはタイピストに送られ，

タイピストは紙テーープさん孔用タイプライターで，紙テ

ープにデータをさん翻する。さん着した紙テープを計算

機に読みとらせる。計算機は読みとった目録レコードを

校正しやすい形にプリントアウトする。このプリントア

ウ1・したものをDiagnostic　Listing（まちがいを検出す

るためのリスト）という。（第3図参照）校正をすませ

てマスターテ・一一一・プに本式に記録する。以上の作業をフロ

ーチャートに示すと第4図のようになる。

　機械装置：MARCパイロット・プロジェクトのため

にしCで使われる装置は，IBMシステム360計算機と，

Dura　Mach　10自動タイプライターで，参加館の方で

はIBM1401かIBM7090を備える。
　LCのIBM360システムには次の装置を含む。

　モデル30D中央処理装置1台
　9トラック，800bpi磁気テープ装置　4台

　力・一ド読取・さん孔機　＃25401台

一　32　一一
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第2図　入力用ワークシート実例
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第4図

MARC　パイロットシステムのフロP一一一一・チャート

LC日録原稿カート

原稿カートのゼロソ

クス複写を作る

MARCワークソート

MARCワークシート

を編集する

9 9
マーク作業用　著

eープ

ウ

　校正用リス1を

Ψ

校正川リスト

Ψ

i

MARCレコー？
ﾌ校正　　　　　　　　1

Ψ

マスターテープの複製

と各種リストを作る

編集をすませた

ワークシ■一．．ト

MARCブリソト

フロクフム

LC日録番号
リスト

複製したテープとリ

ストを参加館に配布

i　著者書名

@リス　ト
［Ψ

件名参照
潟X　ト

1

Ψ

MARC記録を紙
テープにさん孔

紙チーフに訂IL

をさん孔

記述参照
リ　ス　ト

さん早した紙チーフ

訂正された

紙チーフ

訂正したMARC
レコートを作る

紙テープを数字の

形に変換

0
MARCマスター
テープ

＠
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MARC　Projectその背景と概要

　1行48字セヅトのプリンター＃1403モデル31台

　マルチプレクサー　チャネル　1台

　コンソール・タイプライター＃10521台

　7トラック，556bPi磁気テープ装置　＃2401　1台

　7トラック磁気テープ変換装置　1台

　紙テープ読取機　＃2671　1台

　選択チャネル　2台

　120字／行印字機　1台

　機械装置の詳細や，計算機プログラムの明細については

“Preliminary　report　on　the　MARC　Pilot　Project”7）

に詳しいので参照されたい。

　MARCレコードより作り出されるもの：MARCの

ための計算機プログラムによれば，次のものを作り出す

ことができる。MARCレコー・ドを利用する図書館で備

えている機種によっては，印刷物の大文字と小文字を使

いわけることもできる。

　1．LCで校正するためのまちがい検出用リスト
　　　（Diagnostic　listing）

　2・参加館に磁気テープと一緒に送られるリスト。

　3・参加館で作り出す印刷物。

　Diagnostlc　listlngは第3図に示したような形式をと

る。参加館におくられる印刷したリストは2種類あっ

て，第1のリストは，テープに含まれている記入のLC

カード番号を番号順にならべたリストで，第2のリスト

はLCカード番号がわからない人のために，120字以内

に短縮した著者・書名リストにLCカード番号を附し，

著者名のアルファベット順にならべたリストである。

（第1図参照）

　実験参加館は計算機プログラムを受け取るが，このプ

ログラムによって次のものを印刷することができる。

　1．磁気テープの記録内容全部，またはLCカード番

号によって選択したもののみ。

　2・著者名と件名の参照をリストの形か，または7・5

×12．5cmのカ…一・一・ドに印刷。

　3・副出や件名の標目を上につけた目録カードのセッ

ト。（第5図参照）　計算機による印刷は活版印刷のよう

に鮮明にはできないので，その点は我慢しなければなら

ない。カードに記入できる最大限度は1行に47字で，17

行である。カードの右端で語をハイフンで切りつなぎし

たり，横の間隔の融通をつけたりすることはできない。

したがってカードの右側の行の終りはかなり不揃いに

なる。

　MARCレコードの利用：MARCレコ・一ドの利用に

ついて参加各館の意図していることは種々様々である

が，その主なものをあげれば次の通りである。MARC

レコードから目録カードを作り出すことは勿論だが，そ

のほかの利用法として，自酌の蔵書の冊子目録を作るこ

と，地域のいくつかの図書館の総合目録を作ること，資

料収集業務に使う，レファレンス部門で特定の書誌を作

るのに用いる，ラテンアメリカに関する図書を出版して

いる出版社のリストを作る，児童図書を選び出して図’書

聾学校の児童文献の科日のためのリストを作る，機械読

取図書カード（貸し出し用）を作る，各種典拠ファイル

を機械化組織にする実験を行なう，MARCレコ・一ドを

地域内の図書館に配布するための地域センターとなるこ

との可能性をためす等である。これらについて実際にど

のような結果がでたかは，参加館よりLCへの報告，

LCより参加館への訪問，それらによる実験の評価等に

よって明らかにな：るであろう。

III．　Pilot　Project以後

　以上にMARC　Projectの第1段階たるPilot　Project

についてLCのInformation　Systems　OfUceより発表

された計画のごくあらましを述べた。実際にMARC

データの配布が開始されたのは，予定よりややおくれて

1966年11月1日で，それから67年7月1日まで毎週

参加館に配布された。その間約16，000タイトルがこの

システムに記録され，参加館よりの報告も送られた。16

の参加館は更に第2の実験図書館24館に，MARCテー

プまたは目録カードや書誌的リストを計算機で作るため

のプログラムを配布した。その他の多くの図書館もこの

プロジェクトに深い関心を示しているので，LCは実験

用MARCテープをCard　Divisionより売り出した。

このような経過を経て今や実験：は第2の段階に移り，記

録するデータも英語の資料のみでなく，仏語，独語の図

書も早急に加えることになった。参加館からの報告にも

とづいて，テープの形式も多少修正され，これをMARC

IIと名づけた。　MARC　IIは，書誌的データを機械が読

みとれる形で伝達するための基準とするため，データを

伝送しやすい形にし，各図書館が従来通りの形式になお

しやすいということに重点をおいた。MARC　IIは全国

的な基準として，また海外でも採用する基準として各方

面で検討され，受入れられつつある。American　Libra－

ry　AssociatlonのInformation　Science　and　Auto－

matlon　Dlvisionは委員会を作ってMARC　IIをALA
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U．　S．　Library　of　Congress．　lnformation　Systems

　　　　Washington，　the　Othce，1967．　P．15より転載

6

0伍ce．　Project　MARC．

の基準として受け入れるかどうかを検討したが，満場一

致で採択した。LCは更にNational　Library　of　Med1－

cineやNational　Agricultural　Libraryは勿論，

Committee　on　Scientific　and　Technical　lnformation

（COSATI）その他の主要団体とも密接な連絡を保って

MARC　IIの育成につとめている。更に国際的には英国

のBrltlsh　National　BlbliographyとBrltish　Museum

がMARC　Pllot　Projectを計画しているが，　L　Cのス

タッフメンバーが協力してMARC　IIの形式を採用す

ることになった。8）また1967年12月にlnternational

Atomic　Energy　Agencyの会合がウィーンで開かれた

が，ここでもInternational　Nuclear　Information

Systemの目録記録形式にMARC　IIを採用すること

が討議された。9）MARC　IIによるテープは今年7月よ
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MARC　Projectその背景と概要

り，LCのCard　Divisionから希望者に売り出される

と報告されている10）。

　ここでMARC　Projectの将来のことを考えてみる

と，前にも述べた通り，このプロジェクトは米国内外よ

り強い関心を示され，実験を打ち切らないで継続拡大す

ることを要望されている。しかし，同時にLCの基本方

針としてはMARCプロジェクトもLC全体の自動化計

画の一環として1972年までに全組織の中に統合される

べきもので，MARCだけの独走は許されない。費用の

点にも困難がある。しかしこの貴重な実験を生かして有

用なものにするためには次のような拡大が予想、され，望

まれる。

1．

2．

3．

4．

単行本以外の資料を加える。

英語以外の国語の資料を加える。

MARCサービスを受けられる図書館の数をふや
す。

記号化したり，データの伝送のために使われる機

械はもっと複雑なものでありうること，等。

これらを実現するにはぼう大で複雑なプログラムを組ま

なければならない。そのためにはより多くの図書館が参

加して実験を重ね，経験を深め，広範な努力をつみかさ

ねて新しい技術を生み出してゆかねぽならないであろ

う。

IV．む す び

　MARCの企画が1972年までに順調な発展をとげ，実

用化しても，日本の図書館が直ちに直接MARCのネッ

トワe・一・一・クの中に入ることはできないかもしれない。しか

し，国立国会図書館あたりがMARC磁気テープを購入

して，国内の図書館に外国資料の目録デe・一一一・・タサービスを

迅速に行なうということはそれ程むずかしいことではな

いのではあるまいか。防衛庁方面でおしみなく使われて

いる国費一我等の税金一のほんの一部をまわしてや

る気になればできないことはあるまい。そうすれば全国

の図書館の洋書目録係の苦労が軽減され労力の重複が避

けられ，それらを他のサービス面にまわせば，もっと図

書館活動を活溌にすることができる。

　最後に一言，我が田に水を引かしていただくならば，

さき頃慶応義塾大学の図書館・情報学科に修士課程が新

設されたことは時宣にかなった措置というべきである。

計算機の保有量は前述の通り世界第2位であるとして

も，図書館・情報学の立場から計算機を駆使できる人は

まだ皆無に等しい現在，その養成を計る大学院は貴重な

存在というべきであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　（図書館・情報学科）
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